構造改革特別区域（特区）制度のページ

特区（構造改革特別区域）制度は、地域の特性に応じて規制の特例措置を定めた構造改革特別区域（特区）の設定を通じて、地域の活性化を図り、国民経済を発展させることを目的として、平成14年からはじまった制度です。

（構造改革特別区域推進本部ＨＰ、http://www.kantei.go.jp/jp/singi/kouzou2/index.html）

全国的には、平成18年3月28日現在までに累計で８４７件の特区が誕生しています。（特区としての現数は、18年3月28日現在で６３０件）

（認定された特区の事例ＨＰ、http://www.wagamachigenki.jp/saisei/03.htm）

逗子市でも、現在までに多数の提案をしていますが、残念ながら、いまのところ特区メニューとして採用された提案は１件もありません。しかしながら、今後も地域の自立と活性化を図るための必要があれは積極的に提案していきます。

・逗子市で特区提案した内容と結果

第２次提案（平成15年１月 提案、平成15年２月 国からの最終回答）
第７次提案（平成17年６月 提案、平成17年10月 国からの最終回答）
第８次提案（平成17年11月 提案、平成18年２月 国からの最終回答）

第９次提案（平成18年６月　提案、平成18年９月　国からの最終回答）

第１０次提案（平成18年10月　提案、平成19年2月　国からの最終回答）
・あなたも特区提案をしてみませんか？
【お問い合わせ先】

逗子市経営企画部企画課

メール：kikaku@city.zushi.kanagawa.jp

                                          電話：046-873-1111(内線321,322)

